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１． 第 2期定時総会のお知らせ。 

和歌山県協会の会則第５条の規程に基づく総会を下記の通り開催しますので、万障繰り合わ

せて御出席下さい。 

日時:2月 19日（火）の午後７時から 9時。 

場所：本町道場（和歌山市本町 4丁目 32番地 ここさビル）。 

  不都合のため、出席出来ない場合は、委任状（任意の様式で可）を会長へ提出して下さい。 

２． 臨時役員会の結果。 

1月 14日に開催した臨時役員会には会長、理事長、石上、大江、澤田、由良、柚岡（太）の

7 名が出席。役員人事、協会の今後の運営方針等について率直な協議の結果、役員・会員がお

互いに協調し合えることを第一に、各自の役割を果たして行くことを確認し合いました。 

議事の詳細は第 2期定時総会に報告をして審議をして頂くことになります。 

３． 今後の行事予定。 

① 1月 27日（日）：全国総会（師範・師範代・インストラクター会議） 

② 2月  3日（日）：コールドフェスタ（紀北青少年の家） 

③ 2月 19日（火）：第 2期定時総会 

④ 3月 30日（日）：「孫市祭り」 

⑤ 4月 20日（日）：第 9回近畿地区審判講習会 

⑥ 4月 20日（日）：第 11回大阪段位審査会 

⑦ 5月 25日（日）：第 34回全国少年少女大会 

⑧ 6月～11月までの間：「城フェスタ」の冠スポーツ 

⑨ 7月  6日（日）：第 17回近畿兼滋賀大会 

⑩ 7月  6日（日）：全日本選手権大会 

⑪10月  5日（日）：第 5回和歌山選手権大会（案） 

 （日本スポーツチャンバラ協会への公認選手権大会開催申請日） 

 

   「剣心一致」（直心影流） 

     中里介山の小説「大菩薩峠」に、島田虎之助が、のちに新撰組の鬼副隊長といわれる 

土方歳三をまるで赤児でもひねるように扱い、最後には膝で組敷いてしまう場面があり、

「幼少より剣を学んで、御身ほどの達人を見分ける眼がなかったのは残念」という土方に

島田虎之助は「剣は心なり、心正しからざれば剣も正しからず。剣を学ばん者は心を学べ」

と言ってさとしている。＜中略＞「剣術の要所は人を撃つことにあるのではない。一点の

勝つという心もなく、争おうとしないで、相手の優れた精神を自分の剣のうえにそしゃく

する。そうすれば、相手はかえって萎縮してしまい、こちらのおもうとおりになる。とも

かく、斗争の間において、利不利を考えるようでは、真の剣の道に到達することなど思い

もよらない」。そうした悟りをひらいて（虎之助は）多くの門弟たちに心服された。 

( 小山龍太郎 著「真説・日本剣豪伝」荒地出版社 刊 より抜粋 ) 
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